
機能性環境改善塗材ガイナ結露発生の抑制効果の検証

測定日時　平成２１年１２月２４日

測定場所　西部ガイナ販売株式会社　事務所

測定者　　西部ガイナ販売株式会社　田口

測定条件　室内気温　２０℃

　　　　　相対湿度　７０％

　　　　　測定時間　１時間

　　　　　試験体　　ガイナ標準塗布量塗布鉄板（塗装後５年経過した試験体）

　　　　　　　　　　通常塗装鉄板

　　　　　　　　　　鉄板（１５０mm×１５０mm 　厚２mm)

測定方法　上記室内環境で冷凍庫 ( 庫内温度約ー１５℃）で３時間冷やした鉄板の表面結

　　　　　露の発生量を測定。

鉄板の温度を低温に保つために鉄板の下には

等量のロックアイスを敷き、ロックアイス表

面で発生する結露の影響を排除するためにタ

オルとクッキング用ラップを敷いた上に試験

体を乗せて測定した。

１時間放置した後に脱脂綿で結露を拭き取り

その重さを比較する。

試験前脱脂綿質量

脱脂綿 A（通常鉄板拭き取り用）      ２.４６g

脱脂綿 B  （ガイナ鉄板拭き取り用）２.４５g



試験開始時（０～１分）
室温１９℃　相対湿度７２％

通常鉄板　　－１２℃

ガイナ鉄板　　－７℃

庫内温度－１５℃の冷凍庫から出し

た直後で既にガイナ鉄板の方が表面

温度は高い。

１０分後
室温２０℃　相対湿度７２％

通常鉄板　　１０℃

ガイナ鉄板　１３℃

共に目視で結露が確認できる

室温２０℃　相対湿度７２％

通常鉄板　　１１℃

ガイナ鉄板　１４℃

２０分後

３０分後
室温２０℃　相対湿度７０％

通常鉄板　　１１℃

ガイナ鉄板　１４℃

室温２０℃　相対湿度７０％

通常鉄板　　１２℃

ガイナ鉄板　１４℃

測定経過

４０分後



室温１９℃　相対湿度６９％

通常鉄板　　１０℃

ガイナ鉄板　１２℃

室温１９℃　相対湿度６９％

通常鉄板　　１１℃

ガイナ鉄板　１３℃

５０分後

６０分後

６０分後脱脂綿で表面結露を拭き取り、質量を測定

ガイナ鉄板　２．５７g（試験前２．４５g）　＋０．１２g

通常鉄板　　３．１２g（試験前２．４６g）　＋０．６６g

１㎡あたりに換算

ガイナ鉄板　約　５．３２８g

通常鉄板　　約２９．３０４g

（ガイナ鉄板／通常鉄板結露量）×１００＝約１８．２％

ガイナでは結露は止まらないが、通常塗料との比較では結

露発生量は約１８％に抑制出来た。

鉄骨塗装の場合には、塗装面と空気の間の熱エネルギーの

移動の他に鉄骨とガイナ塗布面以外の接点での熱の伝導が

考えられるので、試験体の下部に氷を敷設し、常に鉄板か

ら氷に熱が移動するように設定した。その場合でも常にガ

イナの塗装面の表面温度は通常鉄板よりも高く、ガイナの

熱伝導率で表される断熱性能以上に、両試験体の鉄板表面

温度の差が結露発生量の差として現れたと思われる。

熱伝導によって奪われる熱を考慮に入れなければ、ガイナ

の特性である塗装面の温度は表面に触れるものと瞬時に同

じ温度になる特性により簡単に室内空気温度に近づくため

結露しにくい環境になると思われる。
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